
 

 

 

 

 

 

 ６月に行われた市町村の幼保小接続合同研修会のうち、幼児教育センターから参加した研修会の
様子を紹介します。 
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【実施日】６月 17 日（火） 
【参加者】市内の各幼児教育施設 

小学校から１～２名 
【内 容】 
1. 滑川市架け橋期  

コーディネーターの話 
2. グループ協議 
3. 幼児教育センター指導主事の話 

 
 
【実施日】６月 23 日（月） 
【参加者】市内の各幼児教育施設 

小学校から１～２名 
【内 容】 
1. 小学校の実践発表 
2. グループ協議 
3. 新夕接続ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰの話 
  

 
 
【実施日】６月 27 日（金） 
【参加者】小学校の管理職 

１年生担任等 
校区の幼児教育施設の先生方 

【内 容】 
1. 小学校の４月からの実践発表 
2. グループ協議 
3. 新夕接続ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰの話 
   

 
 
【実施日】６月 17 日（火） 
【参加者】市内の各幼児教育施設 

小学校から１～２名 
【内 容】 
1. 授業参観（１年生 国語科） 
2. グループ協議 
3. 新夕接続ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰの話 
  
 

グループ協議の前半は、幼保小混

合班で授業を中心に子供の姿を通し

て話し合いました。 

 後半は、同じ職種の班で「幼児教

育と小学校教育の接続」(市作成)を

手元に置き、情報交換を行いまし

た。 

各校区の幼保小の先生方が考えた架

け橋期のカリキュラムを実践していま

す。 

グループ協議では実践した活動、こ

れから行う活動について、子供の実態

に合わせて改善点を話し合いました。 

 グループ協議では、育てたい子供の

姿や育みたい資質・能力について共有

しました。 

 幼児教育施設と小学校、幼児教育施

設同士で、どのような交流や取組がで

きるかについて考えました。 

 

昨年度末に、幼保小の先生方
が集まりスタートカリキュラム
作成に向けて検討しました。 
 ４月からの小学校の取組や子
供の様子を共有し、今後、幼保
小で行う架け橋期の取組につい
て話し合いました。 

 

砺波市 幼児教育・小学校教育接続推進研修会 

滑川市 幼小合同研修会 

高岡市 幼保小の「架け橋プログラム」の取組に向けた研修会 

黒部市立中央小学校 幼保小接続研修会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

架け橋期の教育充実を目指して 

  

  センターが行っている訪問研修では、今年度

も多くの小学校から、管理職の先生を中心に参

加をいただいています。また、公立、私立、施

設類型を問わず、幼児教育施設からも参加があ

り、「園は近くにあるけれど、施設の中に入った

のは初めてです」という声も聞かれます。 

 先日行われた訪問研修では、小学校長、近隣

園の教頭、市幼児教育担当者、幼児教育センタ

ー接続アドバイザー等が、約 30 分間の懇談を

行いました。そこでは、 

・市の担当者からの、取組状況の説明 

・小学校長からの、気付きと市への提案 

・他園の教頭からの、校区における幼保小接続

についての提案 

 

・幼教セからの、県内の幼保小接続の取組状

況の説明と今後予想される取組の紹介 

等が話し合われました。 

「もっとこうなったら取り組みやすい」

「こんな研修があるとさらに互いの理解が

深まるのでは」といった意見を聞き合い、幼

保小接続に対するイメージが明確になり、課

題や対策がみえてきました。 

このように、ひざを突き合わせて話す時間

は、互いの距離を縮め、「（会合等で）見 

知っている間柄」から「相談

できる間柄」へ変化をうむき

っかけとなり、幼保小の円滑

な接続のために大切な場と

なります。 

〈７月の主な予定〉 

 

1 日（火）保育技術研修会 

14 日（月）富山県幼児教育推進連絡協議会 

29 日（火）第 3 回幼児教育接続研修会 

30 日（水）円滑な接続推進研修会 

（オンライン） 

 

 

円滑な接続推進研修会について 

【講師】東海大学准教授 寳來
ほうらい

 生
き

志子
し こ

 氏 

長年、幼保小連携の研究・実践に携わられて

います。架け橋プログラムのねらいや生かし方

等、貴重なお話をいただく予定です。 

  

 

 

 

園内研修いろいろ 

これまで行われた事後研修会の中から、効果的

な方法を２つ紹介します。 

 

① グループ協議 

  4 人程度の少人数のグループに分かれること

で、一人一人の発言の時間が確保されていまし

た。そして、当日の保育について様々な視点から

自由に意見を述べ合っておられました。 

 

② グループ協議 模造紙使用 

  グループに１枚模造紙を配布し、「主体性と

は」等のキーワードに沿って、まず各自が考えて

いることを記入しました。全員書き終えたら、順

に自分が書いたことを、各自の見取り等を基に

説明し、聞き手は気付き等を書き加えていきま

した。自分の考えを整理して表現したり、自分と

は異なる考えに気付いたりすることができ、キ

ーワードに沿って協議を深めることができまし

た。 


